
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

労
大
阪
は
な
ん
ば
一
栄
前
へ

４
名
、
淀
屋
橋
駅
前
に
８
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
な
ん
ば

一
栄
前
で
は
、
荻
田
書
記
長

が
建
交
労
を
代
表
し
て
弁
士

と
し
て
発
言
。
荻
田
書
記
長

は
、「
物
価
高
騰
を
上
回
る
賃

上
げ
回
答
額
は
大
手
企
業
に

と
ど
ま
り
、
２５
％
し
か
実
現

し
て
い
な
い
。」
と
述
べ
た
う

え
で
「
多
く
の
中
小
零
細
企

業
の
運
輸
業
界
は
ゼ
ロ
回
答

が
多
数
あ
る
。
ま
た
、
２
０

２
４
年
問
題
に
よ
る
労
働
時

間
の
上
限
規
制
は
運
輸
労
働

者
の
賃
下
げ
さ
れ
る
恐
れ
も

あ
る
。
こ
れ
で
は
、
景
気
が

回
復
す
る
こ
と
な
ど
あ
り
え

な
い
。
日
本
経
済
を
活
性
化

さ
せ
る
に
は
、
物
価
高
騰
を

ま
し
た
。
抗
議
宣
伝
後
は
大

阪
市
本
町
に
あ
る
国
際
ビ
ル

前
に
大
阪
労
連
傘
下
の
組
織

１
２
０
名
が
結
集
し
、
国
際

ビ
ル
前
か
ら
大
阪
市
役
所
前

ま
で
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

上
回
る
賃
上
げ
と
消
費
税
減

税
で
個
人
所
得
を
増
や
す
し

か
な
い
。
そ
し
て
、
賃
上
げ

出
来
な
い
中
小
企
業
に
は
政

府
が
賃
上
げ
出
来
る
だ
け
の

支
援
金
を
出
す
べ
き
だ
。」
と

訴
え
ま
し
た
。
早
朝
宣
伝
後

に
建
交
労
大
阪
は
、
Ｊ
Ｒ
西

日
本
本
社
前
に
建
交
労
の
仲

間
の
皆
さ
ん
〇
〇
名
が
結
集

し
、
西
日
本
鉄
道
本
部
の
抗

議
宣
伝
行
動
に
参
加
。
Ｊ
Ｒ

西
日
本
本
社
前
に
は
建
交
労

近
畿
地
協
・
早
田
事
務
局
長

と
大
阪
労
連
・
菅
議
長
、
建

交
労
大
阪
府
本
部
・
前
村
委

員
長
が
激
励
の
あ
い
さ
つ
を

行
い
ま
し
た
。
当
該
の
西
日

本
鉄
道
本
部
か
ら
は
「
昨
日

の
回
答
額
、
全
社
員
平
均
５
，

８
５
０
円
で
は
物
価
高
騰
を

上
回
る
賃
上
げ
で
は
な
い
。

他
の
大
手
企
業
で
は
、
労
働

組
合
が
要
求
し
た
満
額
回
答

が
多
数
報
告
さ
れ
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
大
手
企
業
と

し
て
社
会
的
責
任
を
果
た

せ
！
」
と
怒
り
の
声
を
上
げ

 

大
阪
春
闘
共
闘
と
大
阪
労

連
が
主
催
し
た
、
３
月
１４
日

（
木
）
大
阪
総
行
動
に
建
交

労
大
阪
が
結
集
し
、
終
日
行

動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
早

朝
は
、
な
ん
ば
一
栄
前
と
淀

屋
橋
駅
前
で
「
物
価
高
騰
を

上
回
る
賃
上
げ
を
勝
ち
取
る

宣
伝
行
動
に
参
加
し
、
建
交
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で
「
大
企
業
は
、
内
部
留
保
を

労
働
者
に
還
元
せ
よ
！
物
価

高
騰
を
上
回
る
賃
上
げ
を
勝

ち
取
ろ
う
！
夢
洲
に
万
博
・
カ

ジ
ノ
は
い
ら
な
い
！
」
と
元
気
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ら
、
西
梅
田
公
園
前
ま
で
で
も

行
進
を
行
い
ま
し
た
。 

デ
モ
行
進
に
参
加
し
た
建

交
労
大
阪
は
、
関
西
支
部
２

名
、
大
阪
合
同
支
部
２
名
、
西

起
集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

決
起
集
会
後
は
、
女
神
像
前

か
ら
関
西
電
力
本
社
前
を
経

由
し
て
『
原
発
再
稼
働
を
許

さ
な
い
！
』
と
抗
議
し
な
が

よ
く
声
を
上
げ
デ
モ
行
進
し

ま
し
た
。
休
憩
後
は
、
大
阪
市

役
所
前
に
あ
る
女
神
像
前
に

４
０
０
名
が
結
集
、
建
交
労
大

阪
か
ら
１０
名
が
結
集
し
て
決

日
本
鉄
道
本
部
２
名
、
大
阪

府
本
部
役
員
２
名
と
宣
伝
カ

ー
運
転
手
と
し
て
、
此
花
支

部
・
山
本
組
合
員
が
参
加
し

ま
し
た
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が
、
い
い
加
減
な
、
役
人
仕

事
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

開
い
た
口
が
塞
が
り
ま 

せ
ん
。 

 

私
た
ち
は
、
多
く
の
証
拠

を
提
出
し
、
そ
れ
ら
を
立
証

し
、
労
働
者
と
し
て
の
権
利

を
守
る
為
に
た
た
か
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
裁
判
官
は
、 

私
た
ち
の
訴
え
に
耳
を
貸
す

こ
と
も
な
く
、
不
当
な
判
決

を
行
っ
た
事
に
、
大
田
貨
物

班
メ
ン
バ
ー
み
ん
な
が
強
い

憤
り
を
感
じ
ま
し
た
。
今
後
、 

大
田
貨
物
班
一
致
団
結
し
、

会
社
と
の
団
体
交
渉
に
の
ぞ

み
、
た
た
か
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

（
福
岡 

哲
也
） 

に
最
高
裁
へ
上
告
受
理
申
立

て
理
由
書
を
提
出
し
、
僅
か

３
ヶ
月
半
と
い
う
異
例
の
速

さ
で
、
２
０
２
４
年
２
月
２１

日
上
告
不
受
理
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
判
決
は
二
度

と
覆
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
、
気
持
ち
を
切
り

替
え
ど
う
た
た
か
っ
て
行
く

か
、
皆
で
色
々
議
論
し
あ
ら

ゆ
る
方
法
を
使
い
奮
闘
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
と
述

２
０
２
４
年
３
月
２２
日

（
金
）
堺
市
産
業
振
興
セ
ン
タ

ー
に
て
、
建
交
労
関
西
合
同
支

部
大
陽
液
送
分
会
大
田
貨
物

班
偽
装
請
負
裁
判
報
告
集
会

が25

名
の
参
加
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

大
陽
液
送
東
堀
さ
ん
の
司
会

で
始
ま
り
、
建
交
労
関
西
合
同

支
部
橋
本
執
行
委
員
長
の
挨

拶
、
建
交
労
全
国
ト
ラ
ッ
ク
部

会
足
立
部
会
長
の
挨
拶
が
あ

り
、
地
域
労
組
さ
か
い
の
尾
下

さ
ん
か
ら
大
阪
医
療
刑
務
所

公
用
車
運
転
偽
装
請
負
事
案

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

大
田
貨
物
班
長
谷
川
さ
ん
か

ら
２
０
２
０
年
３
月
１６
日
の

提
訴
か
ら
４
年
間
た
た
か
っ

て
き
た
偽
装
請
負
裁
判
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。 

本
件
は
、
大
阪
地
裁
、
大
阪

高
裁
と
棄
却
さ
れ
、
２
０
２
３

年
９
月
に
最
高
裁
へ
の
上
告

申
立
て
を
行
い
、
同
年
１１
月

べ
、
こ
の
４
年
間
、
建
交
労

の
仲
間
の
皆
様
に
は
多
大
な

る
御
支
援
と
御
協
力
を
賜

り
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
、

た
た
か
っ
て
こ
れ
た
の
も
仲

間
の
皆
様
の
支
え
が
あ
っ
た

か
ら
だ
と
力
強
く
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。 

裁
判
経
過
報
告
の
ま
と
め

で
村
田
弁
護
士
か
ら
、
事
件

概
要
、
訴
訟
の
経
緯
、
高
裁

判
決
の
内
容
を
詳
し
く
説
明

し
て
頂
き
ま
し
た
。 

次
に
懇
親
会
が
行
わ
れ
、

会
場
内
で
食
事
を
し
な
が
ら

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
さ
れ
ま

し
た
。
最
後
に
大
陽
液
送
穀

谷
分
会
長
の
力
強
い
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
報
告
集
会
が
締

め
く
く
ら
れ
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
様
お

疲
れ
様
で
し
た
。 

（
寿
運
送
分
会
宗
正
芳
） 

 

裁
判
所(

裁
判
官)

は
労
働
者

の
味
方
で
は
な
く
敵
で
あ
り
、

裁
判
は
誰
に
で
も
平
等
で
は

無
い
と
言
う
事
を
実
感
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
意
気
込
み

と
し
て
は
、
少
し
で
も
職
場
の

労
働
条
件
を
良
く
し
て
い
く

た
め
に
団
交
や
組
合
活
動
に

出
来
る
だ
け
参
加
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
竹
村 

政
和
） 

 

証
拠
も
集
め
万
全
の
体
制

だ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
裁
判

官
は
、
こ
ち
ら
の
訴
え
の
精
査

も
せ
ず
、
ま
る
で
結
果
あ
り
き

と
し
か
思
え
な
い
判
決
に
非

常
に
不
条
理
さ
と
憤
り
を
感

じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
大
田
貨
物

に
対
し
て
、
い
つ
ま
で
経
っ
て

も
改
善
さ
れ
な
い
配
車
差
別

や
、
大
陽
と
の
格
差
の
見
直
し

な
ど
、
運
転
手
の
事
を
考
え
た

働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く

り
を
要
求
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ

フ
ァ
ー
ー
ス
ト
を
目
指
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

（
服
部 

謙
作
） 

 
子
供
の
頃
か
ら
裁
判
官
は
、

正
義
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た

ＮＯ１０３（３）           建交労大阪府本部機関紙              2024 年 4 月

号         

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

た
な
い
仲
介
業
者
が
法
律
で

認
め
ら
れ
た
こ
と
が
原
因
で
、

下
請
け
重
層
構
造
が
合
法
化

さ
れ
た
こ
と
。」
だ
と
述
べ
、

根
本
原
因
に
メ
ス
を
入
れ
る

こ
と
。
標
準
運
賃
の
適
正
化
を

は
か
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。 

 

運
輸
業
で
働
く
若
者
は
、
殆

ど
い
ま
せ
ん
。
魅
力
あ
る
業
界

に
変
え
て
行
く
に
は
、
運
送
価

格
を
大
幅
に
引
き
上
げ
て
、
運

転
手
の
賃
金
を
他
の
業
種
と

同
じ
よ
う
に
引
き
上
げ
な
け

れ
ば
人
手
不
足
を
解
消
す
る

こ
と
な
ど
出
来
な
い
の
で
す
。 

名
、
関
西
合
同
支
部
１
名
、

此
花
支
部
１
名
、
関
西
ダ

ン
プ
支
部
２
名
が
参
加

し
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
入
り
ビ

ラ
８
０
０
個
を
配
布
し
ま

し
た
。
弁
士
に
は
、
前
村

委
員
長
と
荻
田
書
記
長
が

務
め
、「
２
０
２
４
年
問
題

に
よ
る
労
働
条
件
の
変

更
、
そ
の
他
パ
ワ
ハ
ラ
で

悩
む
方
は
、
是
非
建
交
労

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。」

と
訴
え
ま
し
た
。
宣
伝
中

に
足
を
止
め
、
私
た
ち
が

呼
び
か
け
て
い
る
内
容
を

聞
い
て
い
る
方
も
い
ま
し

た
。
ま
た
、「
運
輸
産
業
が

他
の
業
種
と
比
べ
て
も
低

い
水
準
に
な
っ
て
い
る
の

は
、
１
９
９
０
年
に
規
制

緩
和
が
行
わ
れ
免
許
制
か

ら
許
可
制
に
変
わ
り
、
運

輸
会
社
が
増
え
た
事
、
く

わ
え
て
、
運
送
手
段
を
持

 
 

大
阪
府
本
部
は
、
４
月

２０
日
（
土
）
午
後
１３
時
か

ら
約
１
時
間
、
春
闘
組
織

拡
大
の
第
２
次
集
中
行
動

ゾ
ー
ン
と
し
て
天
神
橋
筋

商
店
街
（
南
森
町
）
で
建

交
労
へ
の
加
入
を
呼
び
か

け
る
宣
伝
行
動
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

全
体
で
１０
名
。
関
西
支
部

１
名
、
大
阪
合
同
支
部
５
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